
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 公 社 ） 日 本 包 装 技 術 協 会 ・ 中 部 支 部

日 本 包 装 管 理 士 会 中 部 支 部 

 
 

【個人情報保護について】参加申込時の個人情報は、当事業に関わる資料等の作成、並びに当会が主催・実施する各事業におけるｻｰﾋﾞｽの提供 

      や事業のご案内等のために利用させていただきます。その他、法令に基づく場合などを除き、第三者に開示、提供することはありません。 

 

  

日 時  ２０２３年２月６日（月） １３：３０～１５：００ 

会 場  「Zoomウェビナー」を利用したオンラインセミナー形式 

     ※ＪＰＩホームページより、各自で申込をお願いいたします。 

参加費 【会員】 無料 ／ 【一般（会員外）】 １１,０００円（消費税１０％込） 

開   催   要   領 

 日 時：２０２３年２月６日（月） 13：30～ 

 会 場：「Zoom」を利用したオンラインセミナー形式 

※JPIホームページより各自で申込ください。 

 定 員：（各回）３００名 

 参加費：【会員】無 料 

        【一般】11,000円（消費税10％込） 

 お願い：セミナーの録音・撮影等は禁止です。 

＜お申込みについて＞ 

 ① 参加申込に際しては、下記の【参加申し込み方法と注意事項】をご確認ください。 

 ② フォーラムの講演内容については、裏面に記載がありますのでご参照ください。 

 ＜お問い合せ先＞ （公社）日本包装技術協会・中部支部 

【ホームページ】 https://www.jpi.or.jp/shibu/chubu/ 

【E-mail】 osada@jpi.or.jp 

【参加申し込み方法と注意事項】 

◆本催しはwebを使用してのオンライン講演会（ウェビナー）になります。 

申し込みは、JPIホームページの「JPI webフォーラム参加申込ページ」より登録いただく

ようお願いします。申込者にはウェビナー開催の２日前頃に「ウェビナー招待メール」を

お送りしますので、メールアドレスの入力を間違えてしまうと登録できず、メールの送付

ができませんのでご注意ください。 

◆IPP（日本包装管理士会）中部支部会員の方は、「個人会員」でお申し込みください。 

◆お送りする「ウェビナー招待メール」にて、参加用URL、参加方法、参加までの手順、 

注意事項をお知らせしますので、確認の上ご参加下さい。 

◆申込者1名のみ本催しに参加できます。 

1つのメールアドレスにつき、1人しか参加できません。 

◆その他注意事項などにつきましては、JPIホームページおよび裏面を 

ご確認の上、参加登録をお願い致します。 

JPIホームページ（URL）：https : //www.jpi.or.jp/ 

JPI web フォーラム（2023 年 2 月度） 

JPI ホームページ 



 
 
 
 
 
 
 
 

※2022年度の研究例会は、JPI全支部共同開催による「JPI webフォーラム」として開催いたします。 

JPI中部支部主催分については、従来通りIPP中部支部会員の皆様も無料にてご参加いただけます。 
 

 
※上記の講演時間には、質疑・応答の時間を含みます。  

【注意事項とお願い】 

「Zoom ウェビナー」を利用したオンライン形式で開催いたします。下記の内容について、事前にご確認ください。 

①ご利用の端末への Zoom アプリケーションのインストールおよびインターネット接続が必要となります。 

 ②接続回線の状況等により視聴し難い場合があります。通信費・接続利用料金等は、参加者の自己負担となります。 

③参加申込は、JPI ホームページ内の「JPI web フォーラム参加申込ページ」より各自でお申込みください。 

 ④参加申込をいただいた方には、E メールで参加手順等をご案内いたしますので、事前にご確認ください。 

 ⑤本セミナーの内容について、録画・録音・キャプチャー取得等によるデータ保存行為を固く禁止します。また、 

講演資料は参加者のみの利用に限定しますので、無断で複写・配付・公開する等の行為を行わないでください。   

２０２３年２月６日（月） １３：３０～１５：００  《申込受付中》 

【テーマ】 

『紙パウダーを主原料にした 

プラ新法に対応するプラスチック代替素材について』 

【講師】 

株式会社環境経営総合研究所      代表取締役 松下 敬通 氏  

2022年4月1日より「プラスチック資源循環促進法」（プラ新法）が施行され、プラスチ

ック使用量の削減、回収、リサイクル義務の履行、プラスチック代替製品への移行が大きな

テーマになっていますが、6ヵ月以上経過しても状況は進んでいません。 

その理由は多々ありますが、これまでのように海外から素材や原料を輸入で収得して代替

するという従来からの方法論が、急激な円安、政情不安などの外的要因に阻害されたこと、

及び原油価格の高騰によりプラスチック原料そのものが大幅に値上がりし、業界全体が製品

価格の調整に追われたことが遅れている要因です。 

これまで海外資源を上手く利用して経済大国になってきた我が国ですが、次のステージは

このビジネスモデルが使いにくい状況になることは間違いありません。食料品も同様ですが

、これからはプラスチック代替品も自給率を上げ、国産のバイオプラスチック原料を国内企

業が協力して普及させていく時代になったと察しなければならないと思います。今回で紹介

する「MAPKA」と「ER」はいずれも50%以上が国内資源または国内未利用資源であり、

プラスチックを削減させるだけでなくCO2排出量の削減にもつながる、これからの時代に普

及させるべき素材です。 

《JPI中部支部／IPP中部支部からのお知らせ》 
 

◆2月16日（木）午後「第62回包装技術研究大会中部大会」を開催予定。 

◆「2023年度（第58期）包装管理士講座」、まもなく受講申込受付開始。 

◆「2023年度 包装設計の基礎講座」、まもなく受講申込受付開始。  
 

※詳細は、下記の【JPI中部支部ホームページ】をご確認ください。 

 https://www.jpi.or.jp/shibu/chubu/ 

JPI web フォーラム（2023 年 2 月度） 


